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平成25年度
一般会計・特別会計・公営企業会計決算
　第３回定例会は９月５日から９月19日までの15日間の日程で開催され、平成25年度
一般会計決算認定を含む議案15件、発議２件などについて慎重審議し議決しました。

議案第34号　岡垣町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例等の一部を改正する条例
議案第35号　岡垣町保育所設置条例の一部を改正する条例
議案第36号　岡垣町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
議案第37号　�岡垣町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定に

ついて
議案第38号　岡垣町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
議案第39号　平成26年度　岡垣町一般会計補正予算（第2号）
議案第40号　平成26年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
議案第41号　平成25年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について
議案第42号　平成25年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第43号　平成25年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
議案第44号　平成25年度　岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第45号　平成25年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認定について
議案第46号　平成25年度　岡垣町下水道事業会計決算認定について　
議案第47号　新たに生じた土地の確認について
議案第48号　新たに生じた土地の確認に伴う字の区域の変更について
報告第６号　平成25年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について
報告第７号　平成25年度　公益財団法人岡垣サンリーアイ文化スポーツ振興財団決算報告について
報告第８号　�専決処分の報告について　－平成25年度（仮称）岡垣町観光拠点施設新築工事請負契約の変更

について－
報告第９号　専決処分の報告について　－上畑・海老津線道路災害復旧工事請負契約の変更について－
報告第10号　�専決処分の報告について　－岡垣東中学校グラウンド法面災害復旧工事請負契約の変更について－
報告第11号　和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について
請願第１号　手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書
陳情第３号　地域老人クラブ補助金に関する陳情書
陳情第４号　軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定基準の改正などを求める陳情
発議第２号　手話言語法（仮称）の制定を求める意見書
発議第３号　軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要請する意見書

認定

■全員協議会の議題
　①　岡垣町の将来人口推計について
　②　ため池水面の貸付（太陽光発電設備）について
　③　ＪＲ海老津駅南側（海老津地区）
　　　民間開発事業の進捗状況について

岡垣町観光ステーション北斗七星 岡垣東中学校のり面工事

　④　新行政区の設定について
　⑤　清涼苑等について

2定例会　概要



　審査意見書より（抜粋）

　今後も地方債現在高が増加することが予想され、安定した財政運営を行うためには、町税をはじめとす
る自主財源の確保を図るとともに、経常的経費のさらなる圧縮を進める必要がある。
　このような状況の中、「事務事業見直し・行政組織改編実行計画」や外部評価に基づき、今年度実施され
た保育所民間移譲や今後実施予定の情報プラザ用途見直し等公共施設管理運営の見直しを進めることによ
り、経常経費の削減が期待される。その他、庁舎横の宅地造成工事等の開発が進められることで、自主財
源の増が期待される。（中略）今後、これらを着実に実行することで、より効果的かつ効率的な行財政運営
への転換を図るとともに、自主財源の確保及び将来的な発展性を求めたまちづくりを実現するため、中長
期的な視野に立ち、経済性・効率性に配慮し効果的な事業の遂行に留意され、より一層健全な財政運営に
努力されたい。

■決算議会審議状況（連合審査会：主な質疑内容）

【総括】
・町税減収とアベノミクス効果
・自主財源の確保
・海岸侵食対策、松枯れ対策
・実質収支額について
・臨時財政対策債
・地方創生にどう対処するか

【歳入】
・納税への働きかけ
・基地関係の交付金について

■平成25年度　岡垣町各会計別決算概要�
（単位：円）

区　　分 収　入　額 支　出　額 差　引　額

一　般　会　計 9,813,672,944 9,405,932,702 407,740,242

特
別
会
計

国民健康保険事業 3,880,905,350 3,907,657,228 △26,751,878

後期高齢者医療 503,843,229 490,226,851 13,616,378

住宅新築資金等貸付事業 2,985,056 770,178 2,214,878

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 466,279,492 458,881,734 7,397,758

資本的収支 156,900,000 335,101,601 ー

下水道事業
収益的収支 738,494,353 696,634,689 41,859,664

資本的収支 656,491,800 966,050,588 ー

　※企業会計は、税抜きの金額です。資本的収支の不足額は、公営企業に留保している資金で補っています。

【歳出】
〇高齢者福祉
・老人憩の家運営
・�敬老祝い金支給形態変更について

〇子育て・健康づくり
・こども未来館の運営
・子ども・子育て支援事業計画
・健康づくり

〇まちづくり・インフラ
・�ＪＲ海老津駅南側道路等整備事業
　継続費逓次繰越について

〇生涯学習
・�文化財保存展示施設管理運営事業

〇農林水産
・農業基盤整備促進事業
・就農支援
・森林保全対策
・漁業振興対策

〇商工
・消費者生活安定事業
・えびつかぐや灯篭まつり
・企業誘致
・観光推進
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平成25年度　岡垣町一般会計　　
　　歳入歳出決算認定について

反 

対

広
渡
　
輝
男
　
議
員

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
町
民
生
活
に
直
結
す
る
福
祉

関
連
予
算
が
執
行
さ
れ
て
お
り
認

定
す
べ
き
と
評
価
す
る
。
し
か

し
、
海
老
津
駅
の
乗
降
に
南
側
か

ら
直
接
利
用
で
き
な
い
自
由
通
路

工
事
の
Ｊ
Ｒ
委
託
費
２
億
６
千
８

百
万
円
が
次
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ

て
い
る
。
自
由
通
路
が
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
、「
税
金
の
費
用
対

効
果
」か
ら
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
民
５
，
３
０
０
人
の

「
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等
整

備
事
業
の
一
部
凍
結
並
び
に
縮
小

見
直
し
を
求
め
る
陳
情
」
は
公
共

事
業
の
費
用
対
効
果
を
求
め
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
本
旨
に
即
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
決
算
認
定

に
は
反
対
で
あ
る
。

西
　
美
千
代
　
議
員

　

平
成
25
年
４
月
に
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
よ
り

多
く
の
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
す
る
機
会
を

広
げ
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
課

題
は
多
々
あ
る
が
、
今
後
の
取
り

組
み
に
期
待
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等
整

備
事
業
費
に
関
し
て
は
、
自
由
通

路
の
工
事
が
今
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
。
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

で
は
、
自
由
通
路
は
防
犯
面
で
の

不
安
の
声
が
依
然
と
し
て
あ
る
こ

と
で
反
対
を
し
た
。
よ
っ
て
決
算

認
定
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。

下
川
路
　
勲
　
議
員

　

人
口
減
少
の
課
題
対
応
で
、
定

住
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
税
収
は
、
総

所
得
額
及
び
法
人
分
の
減
少
で
、

町
税
全
体
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　

自
主
財
源
約
40
％
、
依
存
財
源

約
60
％
、
こ
の
依
存
財
源
比
率
は

類
似
団
体
の
構
成
比
率
が
約
53
％

な
の
に
比
べ
れ
ば
良
く
な
い
。

　

高
齢
化
率
は
確
実
に
ふ
え
、
我

が
町
は
近
隣
の
町
よ
り
高
く
29
％

ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等
整

備
事
業
に
莫
大
な
税
金
を
か
け
、

自
由
通
路
と
階
段
を
つ
く
る
こ
と

は
、
財
政
・
治
安
の
両
面
か
ら
危

険
こ
の
上
な
い
と
の
考
え
か
ら
、

認
定
に
反
対
す
る
。

平
山
　
　
弘
　
議
員

　

小
中
学
校
の
耐
震
化
と
公
共
施

設
の
耐
震
診
断
、
妊
婦
検
診
、
ワ

ク
チ
ン
無
料
接
種
は
評
価
す
る
。

　

入
院
の
場
合
の
中
学
校
卒
業
ま

で
の
助
成
、
入
院
・
通
院
の
場
合

の
小
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助

成
や
学
童
保
育
の
拡
充
な
ど
も
評

価
す
る
。
一
方
で
、
町
立
東
部
保

育
所
の
民
間
移
譲
、
難
病
患
者
見

舞
金
の
廃
止
、
生
活
保
護
世
帯
へ

の
高
校
入
学
資
金
や
盆
暮
れ
の
貸

付
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
弱
い
立
場

の
人
の
負
担
が
ふ
え
た
。

　

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等
整

備
事
業
費
は
消
費
税
増
税
や
資
材

高
騰
等
で
22
億
８
千
万
円
に
膨
ら

ん
で
い
る
。
住
民
の
厳
し
い
暮
ら

し
に
目
を
向
け
、
防
災
や
福
祉
、

教
育
に
予
算
を
充
て
る
こ
と
を
求

め
、
認
定
に
反
対
す
る
。
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太
田
　
　
強
　
議
員

　

財
政
構
造
が
依
存
財
源
に
よ
り

左
右
さ
れ
る
中
、「
今
で
き
る
こ

と
、
今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
第
５
次
総
合
計
画

に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
に
沿
っ

て
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
総
合
計
画
上
の
施
策
評

価
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、

評
価
に
基
づ
く
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
明
確
に
さ
れ
て
お

り
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
が
十
分
に
織
り
込
ま

れ
て
い
る
と
判
断
し
評
価
す
る
。

　

特
に
、
学
童
保
育
所
の
整
備
や

内
浦
小
学
校
、
吉
木
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化
に
取
り
組
ま
れ

た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
も
の
と
思

う
。

賛 
成

神
崎
　
宣
昭
　
議
員

　

町
制
50
周
年
が
終
わ
り
、
町
制

１
０
０
周
年
に
向
か
っ
て
、
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
に
ふ
さ
わ
し

い
、
多
岐
に
わ
た
り
幅
広
く
き
め

細
や
か
に
対
策
を
立
て
た
取
り
組

み
を
高
く
評
価
す
る
。

　

町
の
人
口
減
少
、
自
主
財
源
の

確
保
な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め
、

企
業
誘
致
、
定
住
促
進
対
策
、
Ｊ

Ｒ
海
老
津
駅
南
側
開
発
な
ど
の
事

業
を
着
実
に
行
い
、
ま
ち
の
魅
力

を
町
内
外
に
積
極
的
に
発
信
し

て
、
活
力
あ
る
元
気
な
若
者
が
集

う
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
岡
垣
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

横
山
　
貴
子
　
議
員

　

自
立
支
援
事
業
費
、
子
ど
も
医

療
費
の
拡
充
に
伴
う
民
生
費
の

増
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等

整
備
事
業
等
土
木
費
の
増
、
町
道

の
土
砂
災
害
復
旧
費
、
岡
垣
東
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
り
面
崩
壊
に

伴
う
災
害
復
旧
費
な
ど
、
歳
出
増

に
つ
な
が
る
事
業
が
多
く
あ
っ
た

中
こ
の
決
算
と
な
っ
た
こ
と
は
、

職
員
が
町
財
政
の
健
全
な
運
営
に

努
め
る
こ
と
を
共
通
課
題
と
し
取

り
組
ん
だ
結
果
と
評
価
す
る
。
自

主
財
源
は
年
々
減
少
し
、
交
付
税

等
の
依
存
財
源
に
財
政
運
営
は
影

響
を
受
け
る
環
境
に
な
っ
て
い

る
。
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う

に
は
自
主
財
源
を
確
保
で
き
る
環

境
、
将
来
に
発
展
性
を
期
待
で
き

る
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
要
望
し
賛
成
す
る
。

小
野
　
元
次
　
議
員

　

第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る

「
輝
き
・
安
全
安
心
・
心
の
豊
か

さ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
各
分
野

で
積
極
的
に
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
各
財
政
指
数
は
、

良
好
な
財
政
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
持
し
、
弾
力
性
を
持
っ
た
運
営

が
な
さ
れ
て
お
り
、
県
下
で
も
上

位
ク
ラ
ス
の
財
政
力
を
保
っ
て
い

る
。

　

波
津
海
岸
等
の
海
岸
侵
食
や
三

里
松
原
の
松
枯
れ
対
策
、
災
害
復

旧
工
事
、
海
老
津
駅
周
辺
環
境
整

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
矢
矧
川
下
流

域
の
改
修
、
う
さ
ぎ
坂
55
の
造
成

整
備
、
観
光
事
業
の
推
進
が
図
ら

れ
た
。
ま
た
、
学
校
校
舎
・
体
育

館
の
耐
震
化
や
校
庭
芝
生
化
を
推

進
し
、
心
豊
か
に
学
ぶ
た
め
の
環

境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

建築が進む「うさぎ坂55」復旧された町道上畑・海老津線
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内　　　容
採
決
日

議席番号 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

横
山
　
貴
子

中
村
　
好
伸

広
渡
　
輝
男

平
山
　
　
弘

神
崎
　
宣
昭

小
野
　
元
次

曽
宮
　
良
壽

西
　
美
千
代 

太
田
　
　
強

下
川
路
　
勲

安
部
　
弘
彦

欠
　
員

岡垣町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例等の一部
を改正する条例 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

岡垣町保育所設置条例の一部を改正する条例 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

岡垣町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

岡垣町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の制定について 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

岡垣町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成26年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号） 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成26年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成25年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について 9/19 賛成多数
認定 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ―

平成25年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について 9/19 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成25年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 9/19 賛成多数

認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成25年度　岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出決算認定について 9/19 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成25年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認
定について 9/19 可決及び 

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成25年度　岡垣町下水道事業会計決算認定について 9/19 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

新たに生じた土地の確認について 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

新たに生じた土地の確認に伴う字の区域の変更について 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書 9/19 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

地域老人クラブ補助金に関する陳情書 9/19 賛成少数
不採択 ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● ―

軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定基準の改正などを
求める陳情 9/19 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

手話言語法（仮称）の制定を求める意見書 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正な
どを要請する意見書 9/19 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

6賛成・反対表



協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
た
い

下
川
路　

岡
垣
町
の
高
齢
化
率
は

何
％
で
す
か
。

町
長　

29
％
で
す
。

下
川
路　

そ
の
数
字
は
近
隣
の
町

と
比
較
し
て
ど
う
な
の
で
す
か
。

町
長　

郡
内
で
は
最
も
高
い
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
川
路　

比
較
的
若
い
高
齢
者
60

歳
か
ら
70
歳
の
方
の
人
数
と
男
女

比
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

約
５
，
１
０
０
人
で
、
男

性
が
約
２
，
４
０
０
人
、
女
性
が

約
２
，
７
０
０
人
で
す
。

下
川
路　

高
齢
者
の
活
躍
の
場
を

具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
３
１
７
人
の
登
録
が
あ
り
、

平
均
年
齢
は
約
72
歳
で
、
最
高
齢

者
は
86
歳
で
す
。

町
長

下
川
路　

他
の
活
躍
の
場
は
。

町
長　

若
潮
学
級
等
の
公
民
館
講

座
を
多
く
の
高
齢
者
の
方
が
受
講

し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
進
ま
れ
る
方
も
多
い
と

考
え
ま
す
。

下
川
路　

行
政
と
地
域
の
連
携

は
。

町
長　

高
齢
者
の
方
に
は
こ
れ
か

ら
も
地
域
づ
く
り
を
支
え
て
い
た

だ
き
、
若
い
世
代
の
方
に
は
地
域

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
地
域
と
行
政
が
連
携
し

て
取
り
組
み
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

下
川
路　

岡
垣
町
観
光
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
北
斗
七
星
は
Ｐ
Ｒ
不
足
で

は
。

町
長　

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

将
来
の
都
市
基
盤
は

住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

　
緊
急
性
・
必
要
性
を
考
え
対
応
す
る

曽
宮町

長

曽
宮　
「
地
方
創
生
」
が
新
内
閣

で
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
地
方
と
言
っ
て
よ
い
波
津

地
区
の
１
０
０
年
後
の
都
市
基
盤

を
ど
う
構
想
さ
れ
ま
す
か
。

町
長　

人
口
規
模
、
地
形
・
地
質

か
ら
抜
本
的
に
は
難
し
い
。
実
現

性
を
考
え
、
生
活
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
、
住
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
緊
急
性
・
必
要
性
を
考
え
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

曽
宮　

海
老
津
駅
徒
歩
通
勤
・
通

学
圏
内
の
都
市
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

町
長　

歩
行
者
の
安
全
性
を
考

え
、
歩
道
の
整
備
等
を
進
め
て

き
ま
し
た
し
、
現
在
は
町
道
吉

木
・
海
老
津
線
の
歩
道
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
中
、
人
口
構
造
の
変
化
が
最
も

影
響
す
る
地
域
で
あ
る
と
も
言

え
、
一
定
数
の
空
き
家
が
生
じ
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え

ま
す
。
現
在
、
定
住
促
進
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
の
人
口

予
測
と
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
も
考
慮
し
な
が
ら
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

曽
宮　

農
用
地
整
備
計
画
の
変
更

ま
で
し
て
誘
致
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

黒
山
地
内
（
イ
オ
ン
周
辺
）
の
都

市
計
画
の
進
み
具
合
・
進
め
方
に

つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

町
長　

民
間
に
よ
る
宅
地
開
発
を

想
定
し
な
が
ら
、
約
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
用
途
変
更
し
ま
し
た
。
本
年

度
か
ら
は
、
国
道
３
号
と
４
９
５

号
を
結
ぶ
県
道
整
備
の
測
量
が
着

手
さ
れ
る
な
ど
、
事
業
の
具
体
化

が
進
み
、
今
後
の
開
発
に
期
待
が

で
き
ま
す
。
県
道
の
整
備
状
況
と

あ
わ
せ
て
土
地
利
用
の
促
進
を
図

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
各
種
メ

デ
ィ
ア
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
問

い
合
わ
せ
も
着
実
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
加
え
、
施
設
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
町
内
各
自
治
区
に
配

布
す
る
な
ど
、
広
く
利
用
を
呼
び

か
け
る
予
定
で
す
。

下川路　勲 議員

下
川
路
行
政
と
地
域
の
連
携
は

曽宮　良壽 議員

スーパー・イオン遠景
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横
山

扇
風
機
設
置
の
検
討
を
進
め
る

学
校
教
育
施
設
の
暑
さ
対
策
は
早
急
に

横
山　

学
校
教
育
施
設
の
環
境
整

備
、
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
以
前
か
ら
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、
大
き
な
経

費
を
伴
う
エ
ア
コ
ン
設
置
よ
り
、

ま
ず
扇
風
機
で
の
対
応
を
す
べ
き

と
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
の

暑
さ
対
策
と
し
て
、
来
年
度
か
ら

扇
風
機
が
稼
動
で
き
る
環
境
を
望

み
ま
す
。

町
長　

扇
風
機
を
設
置
し
た
場

合
、
将
来
的
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
て
も
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、

費
用
も
エ
ア
コ
ン
程
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
身
体
へ
の
弊
害
も
な
い
た

め
、
来
年
4
月
か
ら
扇
風
機
を
設

置
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

横
山　

教
育
の
多
様
化
、
ゆ
と
り

教
育
で
進
め
ら
れ
て
い
た
教
育
改

町
長

革
は
、
現
在
で
は
「
確
か
な
学
力
」

を
育
む
こ
と
が
重
要
な
政
策
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
型
教
室
は
、
各
自
治
体
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ふ
ま
え

た
検
討
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
山
田
小
学
校
の
フ
ル
オ
ー
プ

ン
教
室
の
あ
り
方
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

校
舎
改
築
後
、
特
別
支

援
学
級
が
設
置
さ
れ
、
開
放
的
な

教
室
で
は
対
応
が
難
し
い
場
合

や
、
高
学
年
が
授
業
に
集
中
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
な
ど
の

状
況
に
応
じ
て
、
可
動
式
扉
・
固

定
式
扉
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
児
童
の
授
業
に
向
き
合

う
集
中
の
度
合
い
や
、
授
業
へ
の

支
障
、
学
習
環
境
の
現
状
と
学
校

現
場
の
声
を
確
認
し
、
教
育
委
員

発
達
障
が
い
に
つ
い
て

早
期
発
見
・
支
援
に
努
め
て
い
る

西町
長

西　

発
達
障
が
い
は
、
性
格
・

し
つ
け
の
問
題
・
愛
情
不
足
な
ど

の
心
の
問
題
と
は
違
い
、
脳
機
能

に
何
ら
か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が

原
因
で
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
岡
垣
町

に
お
け
る
乳
幼
児
健
診
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

母
子
保
健
法
に
基
づ
く
健

康
診
査
で
は
保
健
師
、
助
産
師
、

保
育
士
な
ど
多
職
種
に
よ
る
相
談

体
制
に
よ
っ
て
、
発
達
段
階
に
応

じ
適
切
な
保
健
指
導
や
育
児
支

援
を
行
う
こ
と
で
早
期
発
見
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

西　

明
ら
か
に
発
達
障
が
い

だ
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
や
、
保
護

者
に
対
す
る
相
談
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
個

別
相
談
を
２
歳
児
健
康
相
談
、
３

歳
児
健
康
診
査
、
子
ど
も
の
発
達

相
談
で
実
施
し
、
状
況
に
よ
り
専

門
機
関
へ
つ
な
ぎ
、
継
続
的
に
子

ど
も
の
状
況
確
認
と
保
護
者
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

西　

３
歳
児
健
診
以
降
、
小
学

校
入
学
ま
で
の
間
で
、
幼
稚
園
な

ど
で
の
集
団
行
動
の
中
で
気
づ
く

こ
と
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

５
歳
児
健
診
ま
た
は
５
歳
児
相
談

を
実
施
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

５
歳
児
健
診
は
全
国
で

９.１
％
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
専
門
医
や
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
が
難
し
い
状
況
で
す
。
岡
垣
町

で
は
、
相
談
や
療
育
に
つ
な
げ
る

体
制
の
充
実
に
よ
り
、
幼
稚
園
や

保
育
所
な
ど
の
ほ
か
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

西　

発
達
障
が
い
が
あ
る
こ
と

で
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
、
子
ど

も
本
人
で
す
。
さ
ら
な
る
早
期
発

見
・
早
期
療
育
、
相
談
体
制
の
充

実
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
。

町
長　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
情

報
発
信
に
努
め
、
親
や
関
係
者
の

適
切
な
理
解
に
よ
り
、
早
期
発

見
、
早
期
療
育
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

会
と
し
て
一
定
の
方
向
を
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
ほ
か
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

横山　貴子 議員

西　美千代 議員

教室に設置された扇風機

こども未来館
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広
渡

事
業
推
進
方
策
に
基
づ
き
進
め
る

駅
周
辺
開
発
の
促
進
を
求
め
る

広
渡　

海
老
津
白
谷
線
の
道
路
等

の
整
備
を
最
優
先
す
る
こ
と
で
、

駅
南
側
の
開
発
等
の
早
期
実
現
に

つ
な
が
る
と
し
た
取
り
組
み
が
平

成
27
年
度
で
完
了
を
迎
え
ま
す
。

海
老
津
白
谷
線
の
道
路
整
備
の
状

況
と
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
開
発
の
進

捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

現
在
海
老
津
白
谷
線
や
自

由
通
路
の
整
備
に
つ
い
て
平
成
27

年
度
の
完
成
へ
向
け
て
継
続
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
並
行
し

て
、
民
間
に
よ
る
住
居
系
開
発
と

し
て
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
と
旧
国
道

３
号
線
ま
で
の
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
民
間
開
発
事
業
の
公
募

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

広
渡　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
視

点
か
ら
も
重
要
な
施
策
と
し
て
区

町
長

画
整
理
事
業
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
権
利
が
複
雑
な
地

区
で
も
あ
り
、
町
に
よ
る
課
題
の

整
理
と
推
進
方
針
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
、
計
画
策
定
か
ら
10
数
年
経
過

す
る
中
で
、
具
体
的
な
進
捗
が
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
開
す
る
た
め
、
課
題
に
確
実

に
対
応
し
な
が
ら
中
心
市
街
地
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
渡　

町
の
公
の
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
８
年
が
経
過
し

て
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
の
成

果
が
ど
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
て
い

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

基
準
見
直
し
に
よ
る
就
学
援
助
制
度
へ
の
影
響
は

国
が
統
一
し
て
行
う
べ
き

平
山町

長

平
山　

憲
法
、
教
育
基
本
法
、
学

校
教
育
法
に
基
づ
く
就
学
援
助
制

度
が
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
に
よ
り
利
用
で
き
な
く
な
る
と

い
う
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
岡
垣

町
の
実
情
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
長　

昨
年
度
、
岡
垣
町
に
お

け
る
こ
の
制
度
の
利
用
者
は
小
中

学
生
で
３
６
２
名
で
し
た
。
こ
の

う
ち
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

に
よ
り
3
世
帯
7
名
に
影
響
が
で

ま
し
た
。

平
山　

政
府
も
文
部
科
学
省
も
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
各
自
治
体
に

要
請
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
76
％

の
自
治
体
は
、
影
響
が
出
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
ま
す
。
郡
内
で

は
、
遠
賀
町
と
水
巻
町
が
同
様
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、
岡
垣
町

も
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

町
長　

生
活
保
護
の
生
活
扶
助
基

準
が
見
直
さ
れ
、
就
学
援
助
制
度

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
。
こ
の
就
学
援
助
制
度

は
、
義
務
教
育
に
係
る
低
所
得
者

世
帯
へ
の
支
援
制
度
で
す
の
で
、

本
来
、
国
が
統
一
し
て
行
っ
て
い

く
べ
き
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
自
治
体
が
個
別
に
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
、
是
正
対
応
は

し
ま
せ
ん
。

平
山　

暑
さ
、
寒
さ
の
学
習
環
境

の
改
善
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｍ
２ .5
対

策
と
し
て
も
小
中
学
校
の
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て
の
検
討

を
求
め
ま
す
。
近
隣
で
は
北
九
州

市
、
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
中
間
市

も
設
置
を
決
め
て
い
ま
す
。

町
長　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と

あ
わ
せ
た
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
実
施
を
見
送
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
、
扇
風
機
の
設
置
な
ど
、

教
室
の
暑
さ
対
策
へ
の
検
証
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
ほ
か
に
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

町
長　

各
指
定
管
理
者
の
努
力
・

工
夫
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
制
度
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
後
も
適
切
な

制
度
の
運
用
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

広渡　輝男 議員

平山　　弘 議員

山田小学校

海老津駅周辺
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員会視察研修・活動レポート

　

当
委
員
会
は
、
岡
垣
町
の
観
光
振
興
や
農
業

振
興
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
検
討
を
行
う
た

め
、
先
進
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

芦
屋
町
は
、
海
（
自
然
）
と
幸
（
海
産
物
）
を

売
り
に
し
た
統
一
ブ
ラ
ン
ド
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

情
報
と
し
て
観
光
協
会
が
発
信
し
て
い
ま
し

た
。
今
後
、
恵
ま
れ
た
響
灘
の
観
光
資
源
を
生

か
す
広
域
的
な
連
携
策
を
協
会
や
行
政
が
仕
掛

け
て
行
く
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

　

若
松
の
特
産
品
「
潮
風
キ
ャ
ベ
ツ
」
は
、
白

菜
栽
培
や
ス
イ
カ
栽
培
の
農
産
地
育
成
の
基
盤

整
備
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
し
た
。

消
費
都
市
近
郊
の
農
業
地
益
の
強
み
を
生
か
し

て
実
践
す
る
就
業
農
家
の
専
業
意
識
と
農
家
の

期
待
に
応
え
た
Ｊ
Ａ
職
員
の
営
農
指
導
も
必
須

不
可
欠
で
あ
り
、
人
間
力
の
重
さ
を
感
じ
ま
し

た
。　

　

当
委
員
会
は
、
議
会
運
営
の
あ
り
方
・
議
会

改
革
及
び
議
会
活
性
化
を
目
的
に
、
先
進
地
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
議
会
へ
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

読
谷
村
議
会
は
、
北
海
道
栗
山
町
の
議
会
基

本
条
例
を
参
照
し
て
沖
縄
県
で
初
め
て
議
会
基

本
条
例
の
制
定
を
行
い
、
県
内
の
近
隣
議
会
も

こ
れ
に
倣
っ
て
制
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
沖

縄
の
各
町
村
の
議
会
活
性
化
の
原
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

夜
間
議
会
の
開
催
は
、
議
会
へ
の
住
民
の
関

心
を
高
め
る
た
め
、
３
月
定
例
会
一
般
質
問
の

折
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
定
例
会
ご
と

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て

い
る
段
階
で
し
た
。
ま
た
、
議
会
報
告
会
な
ど

の
開
催
の
義
務
を
議
会
基
本
条
例
に
織
り
込
ん

で
議
会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

芦屋町観光協会ＪＡ北九付託案件現地調査

議
会
運
営
委
員
会

日　

時　

　

平
成
26
年
７
月
22
日
～
24
日

視
察
先

　
　

沖
縄
県　

読
谷
村

　
　
　
　
　
　

北
中
城
村

　
　
　
　
　
　

南
風
原
町

視
察
の
目
的

　

・
議
会
基
本
条
例

　

・
夜
間
議
会
・
反
問
権

　

・
議
会
報
告
会

日　

時　

　

平
成
26
年
７
月
２
日

視
察
先

　
　

芦
屋
町
観
光
協
会

　
　

Ｊ
Ａ
北
九
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー

視
察
の
目
的

　
・
観
光
振
興　

　
・
潮
風
キ
ャ
ベ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

読谷村北中城村南風原村
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昨
年
度
よ
り
町
老
連
で
は
、
今

後
大
幅
に
増
加
す
る
高
齢
者
の
買

い
物
困
難
者
へ
の
支
援
策
と
し
て

「
や
っ
ぱ
ぁ
～
岡
垣
」
が
実
施
す
る

出
張
販
売
と
の
連
携
を
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
事
業
者
と
連
携
し

た
支
援
の
取
り
組
み
事
業
（
案
）
と

し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
買
い
物
困

難
者
支
援
事
業
「
御
用
聞
き
・
宅
配

議　会　の　動　き
６月定例議会終了後の本会議・委員会・協議会等
についてお知らせします。

意見交換会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

日　

時　

　

平
成
26
年
７
月
２
日

内　

容

　

岡
垣
町
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

　

・
買
い
物
困
難
支
援
事
業

　

・
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
対
策

　

・
町
老
連
の
会
員
増
強

日時 委員会等 議　　題

6月18日 文教厚生（協） 町老連との意見交換会事前協議

6月23日 議 会 広 報 議会だより編集

6月24日 
　～ 26日 文 教 厚 生 行政視察研修 

（長野県茅野市・駒ケ根市・岡谷市）

7月  1日 議 会 広 報 議会だより編集

7月  2日 文教厚生（協） 町老連との意見交換会

7月  2日 総 務 産 業 視察研修 
（芦屋町観光協会・ＪＡ北九）

7月  8日 議 会 広 報 議会だより編集

7月22日
  ～ 24日 議 会 運 営 行政視察研修 

（沖縄県読谷村・北中城村・南風原町）

8月  1日 総 務 産 業 閉会中の継続調査について

8月20日 議 会 運 営 第３回定例会

8月29日 総 務 産 業 閉会中の継続調査について

9月  5日 本 会 議 ９月定例議会開会 
上程・委員会付託

9月  5日 議 会 広 報 議会だより編集

9月  8日 本 会 議 一般質問（４名）

9月  9日 本 会 議 一般質問（２名）

9月10日 総 務 産 業 付託案件審査

9月11日 文 教 厚 生 付託案件審査

9月12日 全員協議会 岡垣町の将来人口推計ほか

9月12日 議 会 運 営 発議について

9月16日 連合審査会 付託案件審査

9月17日 連合審査会 付託案件審査

9月19日 本 会 議 ９月定例議会閉会 
議決・発議

9月19日 議 会 広 報 議会だより編集

サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
老
連
の
健
康
づ
く
り

事
業
「
散
歩
で
健
康
」
大
作
戦
（
昨

年
約
７
０
０
名
参
加
）
が
引
き
続

き
、
今
秋
に
も
開
催
予
定
で
す
の

で
、
当
委
員
会
の
課
題
で
あ
る
「
健

康
づ
く
り
」
と
相
ま
っ
て
、
懇
談
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

市　

津　

広　

海

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委�

員�

長　

安　

部　

弘　

彦

　

副
委
員
長　

神　

崎　

宣　

昭

　

委　
　

員　

横　

山　

貴　

子

　

委　
　

員　

小　

野　

元　

次

　

委　
　

員　

曽　

宮　

良　

壽

　

委　
　

員　

西　
　
　

美
千
代

12

岡垣町の こ こ は ど こ ？

　参道に大きな石鳥居。その奥に格
式高い造りの立派な本殿・拝殿があ
る。祭神は木花開耶姫命（コノハナ
サクヤヒメノミコト）。相殿は高皇
産霊命（タカミムスビノミコト）と
神皇産霊命（カミムスビノミコト）
である。神殿の裏手に腰掛石があ
り、参拝した人がこの石に腰掛けて
安産を願えば安産・子宝に恵まれる
といわれ、安産の神様として有名
で、遠くからも参詣者が訪れる。な
お、社の客殿は明治６年に岡垣で最
初の小学校が始まった場所である。

　

平
成
４
年
11
月
25
日
創
刊
か
ら
１
０
０
号
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
今
ま
で
の「
議
会
だ
よ
り
」
を
振

り
返
っ
て
み
た
。
町
制
30
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
発
刊
さ
れ
た
創
刊
号
の
表
紙
に「
議
員
の

信
条
に
関
す
る
二
十
章
」
な
る
も
の
が
あ
る
。

No.99の岡垣町の「ここはどこ」の答えは、戸切区にある龍神社でした。

　

読
め
ば
、
至
っ
て
当
た
り
前
の
事
な
の
だ
が
…
不
思
議
な
感

じ
も
す
る
。
そ
の
他
、
７
つ
の
委
員
会
紹
介（
総
務
常
任
委

員
会
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
・

議
会
運
営
委
員
会
・
岡
垣
観
光
開
発
特
別
委
員
会
・
総
合
ふ

れ
あ
い
公
園
建
設
特
別
委
員
会
・
ゴ
ル
フ
場
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
）
と
所
属
議
員
全
員（
18
人
）
が
顔
写
真
付
き

で
、
年
齢
・
当
選
回
数
・
出
身
地
・
所
属
委
員
会
が
細
か
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
な
ど
創
刊
号
へ
の
思
い
入
れ
が
う
か
が
え
る
。

　

編
集
も
当
初
は
議
会
広
報
委
員
会
と
し
て
発
足
し
、
現

在
の
特
別
委
員
会
に
な
っ
た
の
は
平
成
18
年
３
月
定
例
会
で

議
員
発
議
に
よ
り
、
広
報
広
聴
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
再
編
さ
れ
た
と
61
号
に
記
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
議

会
だ
よ
り
を
読
み
返
し
て「
お
か
が
き
福
祉
の
里
建
設
特
別

委
員
会
」や「
駅
前
開
発
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」な
ど
、

大
き
な
事
案
に
取
り
組
む
際
に
は
、特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

町
民
の
声
を
含
め
効
率
よ
く
調
査
研
究
活
動
が
で
き
る
体
制

で
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

ま
た
、
海
岸
線
侵
食
や
三
里
松
原
の
松
く
い
虫
被
害
は
、

創
刊
当
時
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
事
案
で
、
現
在
へ
引
き

継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
今
後
も
議

会
の
機
関
紙
と
し
て
個
々
の
事
案
を
読
み
や
す
く
・
わ
か
り

や
す
い
紙
面
で
発
行
を
続
け
た
い
。
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岡垣町議会

会議録検索システム
◆ 会議録検索システムは、議会

本会議記録を議会ホームペー
ジで検索閲覧できるシステム
です。

◆  会議録は議会事務局やサン
リーアイで閲覧できます。

　（詳しくは議会事務局まで）

会議録を閲覧してみませんか

12月5日㈮
開会の予定

議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
発
行
に
当
た
っ
て


